
第32回鳴門教育大学国語教育学会プログラム

日時 平成29年８月20日（日）9：30～16：30
場所 鳴門教育大学 講義棟 B207教室（仮）

研究発表〔午前の部〕（９：30～11：45）
①孤立環境における日本語教育の取り組み

―キルギス共和国での活動より―
鳴門教育大学３年 田岡希望

②朗読音声の熟達に関する音響分析
鳴門教育大学大学院 村田真樹

③見方・考え方を働かせた深い学びの実現
―「星の花が降るころに」の実践を通して―

鳴門教育大学附属中学校 城所克弥

④「羅生門」の〈作者〉
―芥川文学におけるメタフィクション的機構―

松江工業高等専門学校 大西永昭

研究発表〔午後の部〕（13：30～15：00）
⑤自分の思いや考えを意欲的に表現する力の育成

―単元を貫いた「書く」指導を通して―
阿波市立大俣小学校 松本宏美

⑥ユニバーサルコミュニケーションとしての「やさしい日本語」
の可能性について

四国大学 元木佳江

⑦小学校・中学校の接続を視野に入れた「春はあけぼの」
の授業改革

高知大学 吉田茂樹

特別研究発表（15：15～16：30）
地方語史研究資料の発掘

鳴門教育大学 原 卓志


